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本調査計画書の位置づけ 

 

 本計画書は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（昭和45年法律第137号）第8条第3項に基づ

き、周辺地域への生活環境に及ぼす影響についての調査を行う方法（調査、予測及び評価に係る事項）

を記載したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書に掲載した地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の 

2万5千分の1地形図、5万分の1地形図を複製したものである。 

（承認番号 平20九複、第147号） 
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